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教 科 名       情報処理演習情報処理演習情報処理演習情報処理演習ⅡⅡⅡⅡ（（（（Computer ProgrammingComputer ProgrammingComputer ProgrammingComputer Programming    ⅡⅡⅡⅡ））））    
学修学修学修学修    

学年・学科名 

第 4 学年 
環境都市工学科 

【担当教員氏名】  常勤  山崎 俊夫 

【教 員 室】  実験棟西３階 内線 6482 

単位数・期間 1 単位 前期 必修 週 2hr 総時間数  45 時間 （中間試験・自学自習 20hr を含む実時間） 

教 科 書 な ど       星,伊藤,笹田共著 建設工学シリーズ「情報処理」（森北出版） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

 プリント（課題演習、説明資料） 

学習到達目標： 

Fortoran 以外の言語として、現在、多く使用されているＣ言語を学習し、ソフトウエアとしての

基礎的な C 言語プログラムによる情報技術と関連する専門工業技術を理解し(B-3,C-1)、簡単な演習

を通して自作のデータ解析や数式計算のプログラムを作成できるようにする(B-4,C-2)。 

「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

B．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-3)主となる専門分野の基礎知識，およびそれらと複合するための他の専門分野の基礎知識を持っている。 

(B-4)実験や実習，演習を通して専門工学における実践的な基礎技術を身につけている。 

C．情報技術を活用できる技術者 

(C-1)情報処理を行うためのハードウエアやソフトウエアの基礎技術について理解している。 

(C-2)コンピュータを用いてデータの計算処理やグラフ化を行うことができる。 

学習上の留意点： 

3 学年で Fortoran を学習してきて、さらに異なる言語を学ぶことになる。これら 2 つの言語体系

の区別を理解し、混同しないように注意深く学習すること。教科書を主にして授業を行うが、板書

や口頭で説明した事項についても十分注意してノートに取り、試験に際しても、これらの事項を基

にして説明できるようにすること。 

評価方法： 

評価は前期中間試験(B-3,B-4,C-1)(40％ )、前期期末試験 (B-3,B-4,C-1)(40％ )、課題 (レポー

ト)(B-3,B-4,C-2)(20％)により評価する。 

必要とされる予備知識：Ｃ言語の言語体系は Fortran と違うものなので、異なる言語を学ぶものと考

えてよい。しかし、プログラム作成に際しては理論的な思考が要求されるので、2～3 年で培った

Fortran の理論的思考能力は役に立つと考えてよい。コンピュータの端末の始動方法、エディター

の使用方法、終了方法等は熟知しているものとする。 

関連する科目：第 2、3 学年の情報処理、第 5 学年の情報処理演習 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

コンピュータの基礎知識 

プログラミングの基礎 

データ型と定数，識別子と変数 

簡単な入出力と演算子 

代入文と関数の定義 

関数プロトタイプ 

Main 関数と数学関数 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

コンピュータとプログラミング言語の基礎を理解する． 

ソースと実行可能プログラムの作成を理解する． 

データ型と定数，識別子，変数を理解する． 

簡単な入出力の方法と演算子を理解する． 

代入文の記述と関数の定義を理解する． 

関数プロトタイプの使用方法を理解する． 

Main 関数と数学関数の使用方法を理解する． 

    ★前 期 中 間 試 験 ２  

試験答案返却・解答解説 １ 試験問題の解説を通じて正しい解答を理解する 

配列とポインタ 

条件式と分岐文 

繰り返し文 

標準入出力 

ファイル処理とファイル入出力 

１ 

２ 

２ 

４ 

２ 

一次元配列・多次元配列とポインタを理解する． 

比較演算子・論理演算子と分岐文を理解する． 

while 文・do while 文・for 文を理解する． 

標準出力関数・標準入力関数を理解する． 

ファイル処理の流れとファイル入出力関数を理解する． 

★前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 １ 試験問題の解説を通じて正しい解答を理解する 

数値計算法の概要 １ 数値計算法の概要を理解する． 

履修時数計 30(25) ※時間数は単位時間，()内に実時間を示す． 

自学自習・予習・復習 

・課題によるレポート作成 

・定期試験の準備 

計 

(6) 

(6) 

(8) 

(20) 

自学自習時間として、理解を深めるために日常行う予習復習

時間、課題によるレポート作成時間、および定期試験準備の

ための学習時間を 20 時間以上確保する。 
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